
東秩父村の
出来
事をご紹介

令
和
３
年
度

東
秩
父
消
防
団
辞
令
交
付
式

小
川
消
防
署
東
秩
父
分
署
５
名
が
着
任

二
本
木
峠
山
開
き

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

聖
火
リ
レ
ー
ト
ー
チ
の
巡
回
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

　

東
秩
父
消
防
団
の
令
和
３
年
度
辞
令

交
付
式
が
４
月
６
日
（
火
）、
東
秩
父

村
役
場
大
会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
１
名
の
方
に
退
団
辞
令
が
、

７
名
の
方
に
任
命
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま

し
た
。

　

消
防
団
員
の
皆
さ
ん
は
、
１
０
８
名

の
新
体
制
で
、
地
域
の
安
全
を
守
り
、

住
民
の
皆
さ
ん
に
安
心
を
届
け
て
い
た

だ
き
ま
す
。

東
秩
父
分
署
長　

飯
野　

博
司

住
所
＝
滑
川
町

趣
味
＝
旅
行
な
ど

抱
負
＝
東
秩
父
村
は
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
、

伝
統
と
歴
史
の
あ
る
村
で
あ
り
ま
す
。
現
在
は
滑

川
町
に
居
住
し
て
お
り
ま
す
が
、
生
ま
れ
育
っ
た

東
秩
父
村
の
分
署
に
、
こ
の
度
、
分
署
長
と
し
て

着
任
で
き
た
こ
と
は
大
変
光
栄
で
あ
り
、
改
め
て

職
責
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
は

住
民
の
皆
様
に
寄
り
添
っ
た
消
防
行
政
を
推
進

し
、
住
民
の
皆
様
が
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
よ

う
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
業
務
を
遂
行
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

５
月
５
日
（
水
）
に
、
二
本
木
峠
山
開
き

の
祭
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
対
策
と
し
て
「
山
ツ
ツ

ジ
歓
笑
祭
」
は
開
催
さ
れ
ず
、

祭
事
の
み
と
い
う
形
と
な
り

ま
し
た
。
祭
事
で
は
、
山
に

か
か
わ
る
す
べ
て
の
方
の
安

全
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
終
息
し
、
来
年

度
は
歓
笑
祭
も
含
め
て
開
催

さ
れ
る
こ
と
を
祈
り
ま
し
た
。

　
４
月
22
日
（
木
）
東
秩
父
村
和
紙
の
里
・
和

紙
製
造
所
内
に
２
種
類
の
聖
火
リ
レ
ー
ト
ー

チ
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
槻
川
小
学
校
の
児
童
含
む
３
０
０

人
程
の
見
学
者
が
来
場
さ
れ
、
興
味
深
く
ト
ー

チ
を
観
覧
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　
観
覧
さ
れ
た
方
か
ら
は
「
な
か
な
か
こ
の
距

離
で
見
る
こ
と
は
な
い
の
で
貴
重
な
経
験
が

で
き
た
」、「
実
際
に
ト
ー
チ
を
持
っ
て
走
る
の

は
大
変
だ
と
思
う
」
と
い
っ
た
お
声
を
い
た
だ

き
ま
し
ま
し
た
。

右
か
ら

第
二
係 

新
井　

裕
貴

分
署
長

飯
野　

博
司

第
二
係 

警
防
係
長

柏
俣　

厚
一

第
一
係 

救
急
係
長

伊
藤　

直
樹

列
外

第
一
係 

主
任

岩
田　
　

瞬

※写真は愛宕山神社

2


